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４．議事概要　
４－１．第４回メッセージング基盤タスクフォース議事録確認　
・第４回メッセージング基盤タスクフォース議事録（MSG 2012-5-02）の内容を確認した。

・議事４－２.AFACT技術手法委員会報告のうち「III．SOA相互運用性フレームワーク」の韓国提案に関し前回会議後、当TFの意見に基づき日本の対応として①韓国の提案に反対はしない。②AFACTサービスコンポーネントライブラリーの実現性には疑問がある。③当面、当件に参加希望の日本企業は無い。④韓国の実装の状況を見たい、旨TMC（韓国）に事務局が回答した。 その後TMC内で、台北が韓国提案に賛成したことから、同SOAフレームワーク設計ガイドの英訳を韓国が開始したことを事務局は報告した。
４－２．グローバル・メッセージング基盤フレームワーク　

・前回会議の議論を踏まえ､メッセージング基盤フレームワークの原案をリーダー・遠城委員・事務局により検討、作成したことを事務局が報告した。
・グローバル・メッセージング基盤フレームワークに関し資料（MSG2012-5-03）により、方式A：VAN間国際接続、B：国際VAN経由VAN間接続、C：標準Msgクラウド経由ユーザー直接接続、D：標準Msgクラウド経由VAN間接続を紹介した。SIPSメッセージング基盤TF活動としては、方式Aで開始、目標は方式Dとすることにつき、事務局より提案が行われた。
・グローバル・メッセージング基盤フレームワークに関わる参考資料として、国連CEFACTビューロー副議長（MT PDA担当）による1月20日付非公式文書“A Framework for the Governance of Signed Digital Data Interoperability”を事務局が紹介した。

・同文書はUNCITRAL､ISO､ETSI(European Telecommunications Standards Institute欧州通信標準機関)等と協調する､電子署名付デジタル情報の相互運用性管理に関するフレームワークを定めるもの。貿易取引標準の環境では共通フレームワークが欠如している。法律(UNCITRAL)､ビジネスプロセス(国連CEFACT)､技術(ISO/ETSI)の各レイヤーで相互運用性のある法･勧告･規格に基づくフレームワークの原則を提言している。　

・同文書にあるように個々の技術標準等は既に存在しており､アジア域内用ガイドに盛込むことを考慮したい旨事務局が説明した。

・その後、メッセージング基盤フレームワークに関し意見交換を行った。　
・資料03掲載の方式に関し、実証実験を行う場合の技術的事項については未定だが、実験はＡ方式で行うことになる見通しである。
・PAA標準により行うと、方式に左右されることなくできるのではないか。－ 通関システムに関わる行政関係処理はPAAでできようが、一般のビジネス処理には適応していない。
・方式Aは海外顧客との直接輸出入による取引を想定したもののように見えるが、化学メーカの海外取引では、顧客との間に商社や現地法人・子会社が入ることのほうが多く、方式Aが利用できる局面は少ないのではないかと思われる。他の業界やSMEは直接取引が多いのか？ 
・海外取引のビジネスモデルの整理を、国際連携タスクフォース次年度作業の1事項にすると良いと思われる。
・日本企業がASPベンダーを介して海外取引のための情報交換を行うのに、ガイドとなるものを作成すると良い。
４－３．グローバル・メッセージング基盤ガイド構成　
・グローバル・メッセージング基盤ガイド（仮称）の構成に関し、資料（MSG2012-5-04）によりリーダーが目次案を事項別に説明し、意見交換を行った。
・メッセージングに関わる、アジア各国別の注意点等の項目があると役立つと考えられる。－ グローバル化に沿いメッセージング基盤の標準的環境があることが望まれる。
・ユーザーがベンダー選択の際にガイドをどのように参照するかにより違ってくる。
・ガイドではVAN/ASP等を「EDIサービスプロバイダー」の呼称に統一することとし､EDIサービスプロバイダーに提供するガイドとすることを前提とする。
・海外相手国のプロバイダーとの事前協議に関し難しさが問題になるということがある。－　メッセージングに関わる要点をガイドに漏れ無く示せれば、事前協議に役立とう。－「EDIサービスプロバイダーの連携の要点」という1項目を設けても良い。
・「５.セキュリティ(通信路、認証、信頼性)」に関しては、ISO/TC68の規格との齟齬が生じないよう、ガイドにTC68規格等の参考情報を提供すると良い。
・企業のビジネス処理に関わる電子認証は、Ex ValidationとQualified証明書とがEUにはあるが、メッセージングに関わるものはEx Validationであろう。－　アイデンティティ管理としてガイドに記載すると有用か。

・EDIサービスプロバイダーとの契約（契約条文）は、「９.運用規約とサービスレベル」から分けて1項目としても良い。
４－４．メッセージング基盤タスクフォース活動計画　
・メッセージング基盤タスクフォースの活動計画に関し、資料（MSG2012-5-05）により案を事項別にリーダーが説明した。　
・国内企業がアジアを中心に海外とのサプライチェーン連携を目指す際に必要な考慮点を示すガイドライン策定のため以下を予定する。：　2012年度＝ガイドラインの枠組確定。　2013年度＝相互運用性ある信頼性メッセージング基盤フレームワーク構築の要件を調査。　2014年度＝調査結果からガイドラインを策定し実証実験を準備。　2015年度＝国内での実証実験実施と、AFACTにフレームワークを提案し域内相互接続実証計画を策定。　2016年度以降＝フレームワークと実証仕様書に基づきガイドラインを策定しそのメンテナンス体制を構築と、アジア域内相互接続実証実験を実施。
・上記の逐年予定に関し、国際／業界横断EDIタスクフォースの活動がこれらの予定と連動しており、2012年度のタイに続き2013年度に日系企業のサプライチェーン連携調査をアジアで行い、2014年度ローカル実証実験準備、2015年度に実証実験を実施することになる旨、事務局が説明した。
・活動計画および上記議事４－３.の資料04の各項目について、特にITベンダーの意見および作業参加を、リーダーが要請した。
・次年度の当TF調査の内容は、現枠組でのプロジェクト別のもので、当TF参加のITベンダー各位に意見等を求めるとともに具体的作業等への参加をリーダーが要請した。調査の事項別担当等について各位にアンケート式の問合せを事務局より行うこととし、要望・申し出等の回答を求めることにした。
４－５．次回会議の予定　
・上記４－４の協議を受け、下記の会議開催日を合意した。　

・第6回TF 全体会議
　2013年3月 5日（火）　14:00～17:00
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